
■ 継続 □ 新規・充実

目標指標 H26 H32 R2
入園児数 45名 90名 36名

3歳児教育の実施 0園 2園 2園

一時預かり実施数 0園 2園 2園

職員の全体研修数 1回 4回 1回

（小）0.35% 0.44%

（中）3.28% 3.29%

（小）389件 （小）235件

（中） 56件 （中）56件

（小）99.7% （小）80.4%

（中）100.0% （中）44.1%

中学校給食 0% 100% 100%

市立幼稚園の空調整備 26.7% 100% 77.3%

市立幼稚園・保育所トイレの洋式化 36.0% 100% 100%

幼稚園ひろばの実施 1園 2園 2園

市立小中学校の耐震化 91.2% 100% 100%

非構造部材の耐震対策 26.5% 42% 44.4%

市立小学校の空調整備 4.9% 53% 79.7%

市立中学校の空調整備 11.9% 44% 56.5%

― ― ― 

学校敷地内等での運営施設数 1箇所 3箇所 4箇所
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学びの基礎を育てる教育・保育の充実

　■３歳児教育・一時預かり（Ｈ２７～）の継続実施
　■幼稚園・保育所へのAETの派遣継続
  ■宮津市版教科・領域等カリキュラム（保幼小接続カリキュラム）に基づいた
　　保幼小連携の推進
　■幼児教育・保育の無償化開始（Ｒ元.10～）

　■幼稚園の体制強化
　■保幼小接続カリキュラムによる「幼児期の終わりまでに育て
　　たい10の姿」を意識した幼児教育の実践
　□幼稚園給食の開始

質の高い学力の充実・向上 質の高い学力を育む

(小)全国平均以下

全国平均以上

　■キャリア教育、ふるさと学習の実施
　■全国学力テストの結果分析及び教育活動改善検討
　■国際理解教育（ＡＥＴ派遣）
　■学力向上に向けての指導力向上対策／宮津市学力向上プランの推進
　　　・英語検定、漢字検定の全員受検（受検者への全額補助制度)
　　　・学力ｻﾎﾟｰﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの配置による算数・数学の指導力向上
　　　・小学校英語教科化の実施（専科教員配置、小学校教諭の英語指導力向上等）
　■小中一貫教育推進基本計画に基づく取組推進
　　・栗田学院・宮津学院の本格実施
　　・4小学校連携事業の試行実施
　　・市民啓発の推進
　■教科・領域等カリキュラムに基づく認知・非認知を一体的に育む教科指導等の
     実践

　■学力向上に向けての指導力向上対策／低学力対策
　■キャリア教育、「ふるさとみやづ学」の実施
　■小中一貫教育推進基本計画に基づく取組推進
　　・宮津学院、栗田学院の本格実施、
　　　４小学校連携事業の研究実践の推進
　　・市民啓発の推進
　　※学力向上対策の強化
　　　・英語検定、漢字検定の全員受検（受検者への全額補助制度)
　　　・算数まなび定着サポーターによる算数・数学の基礎学力向上
　　　・小学校英語教科化の実施（小学校教諭の英語指導力向上等）
　■教科・領域等カリキュラムに基づく教科指導等の実践と検証
　□ICT機器を活用した授業の推進
　□プログラミング教育の推進

（中）一部全国平均以下

心身ともに健やかな子どもの育成

不登校児童生徒の出現率 0% 　■不登校児童生徒への対応（教育支援センター）
　■全小中学校へのいじめ調査の実施、検証
　■道徳教育・ボランティア活動
　■人権教育の推進
　■食育推進計画に基づく食育推進
　■センター方式給食の実施（4小学校・2中学校）
　　・給食費の公会計化（センター方式給食校）による管理
　　・調理・配送等業務民間委託により運営
　■学校給食委員会の開催
　　・学校給食食材調達制度の運用ほか
　□令和3年度からの幼稚園給食開始に向けた準備

　■教育支援センターと連携した教育相談体制の構築

　
　■センター方式給食の運営及び食育の推進
　■学校給食委員会の運営
　□幼稚園給食の開始（再掲）

宮津市教育振興計画の進捗状況と今後の重点

基本方針 施策の体系
主な目標指標

Ｒ2の主要な取組 R3の重点方針

いじめの認知件数／年 減少させる

いじめの年度内解消率／年 100%

（新型コロ
ナウイルス
感染症拡

大に伴い全
国学力調

査の実施な
し）

　■教育相談会・教育支援委員会による就学指導
　■小中学校への特別支援教育支援体制の充実
　■適切な就学指導のための保・幼・小連携シートの活用

　■教育相談会・教育支援委員会による就学支援
　■小中学校への特別支援教育支援体制の充実
　■全幼稚園・保育所（園）小中学校における教育支援計画・個
　別の指導計画作成

就学前の教育・保育環境の充実
　■幼児教育・保育の無償化開始（Ｒ元.10～）
　■幼稚園ひろばの実施

　□幼稚園給食の開始（再掲）
　■幼稚園ひろばの実施

特別支援教育の充実 － － － －

学校教育環境の整備・充実

【安全で良好な教育環境の整備】
　■養老小・府中小の統合に向けた地元協議
　■専用スクールバスの運行
　■４小連携事業の取組推進
　□２幼稚園給食導入に向けた給食配膳室等の整備
　□学校ICT環境の充実（1人1台端末、高速大容量ネットワーク整備）
  □新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
　　・市立小中学校、幼稚園の臨時休校（園）措置、感染症対策備品の購入等
【子どもの貧困対策】
　■まなび生活アドバイザー、スクールカウンセラーの配置による教育支援
　■就学援助費（国基準に伴う新入学学用品費の単価アップ）の拡充

　■４小連携事業の更なる取組推進
　■就学援助費（新入学学用品費）の入学前支給
  □新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の継続

放課後児童クラブの充実

　■府中のびのび放課後児童クラブの開設、法人委託での運営（府中小校舎内）
　■栗田のびのび放課後児童クラブの開設、法人委託での運営（栗田小敷地内）
　□吉津のびのび放課後児童クラブの開設、法人委託での運営開始（吉津小校舎
内）

　□宮津のびのび放課後児童クラブの法人委託化の協議、調整

－ － － －



宮津市教育振興計画の進捗状況と今後の重点
■　継続　　　□　新規・充実

目標指標 H26 H32 R2
基本方針 施策の体系

主な目標指標
Ｒ2の主要な取組 Ｒ3の重点方針
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１　生涯学習の充実
市民一人当たり
の図書の貸出冊
数

6.5冊 10.0冊

３　社会教育施設の整備・充実
市民一人当たり
の図書の貸出冊
数

6.5冊 10.0冊

■公民館活動等における現代的課題（人権問題・国際交流・地域
課題等）についての学習機会の充実

■公民館活動等における現代的課題（人権問題・国
際交流・地域課題等）についての学習機会の充実
　→　地域の課題について、公民館事業として実施

２　生涯スポーツ社会の実現 成人の週1階以上
のスポーツ実施率

36.1％
（平成25

年度）
50.00%

32.3%
(平成29
年度）

□スポーツ振興計画に基づく施策の実施
　・ライフステージに応じたスポーツの推進
　・多様なスポーツを支える環境の充実
　・まちに夢と元気を与える競技スポーツの振興
　・スポーツ交流によるまちの元気づくりの推進
□sompoボールゲームフェスタ（第２回宮津市民スポーツＤＡＹ）の
実施
　　（10/11開催　市民体育館　参加者98名）

■スポーツ振興計画に基づく施策の実施
　・ライフステージに応じたスポーツの推進
　・多様なスポーツを支える環境の充実
　・まちに夢と元気を与える競技スポーツの振興
　・スポーツ交流によるまちの元気づくりの推進

7.2冊

7.2冊

■図書館の機能充実
　・宮津市立図書館基本的運営方針に基づく運営
　　（蔵書の拡充、図書館ボランティアによる運営協力等）
■公民館、社会教育活用施設
　・老朽化した施設の改修に向けた年次計画の策定
　→　日置地区公民館移転の完了
　　　 市民体育館ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ機器更新

■図書館の機能充実
　・宮津市立図書館基本的運営方針に基づく運営
　　（蔵書の拡充、図書館ボランティアによる運営協力
     等）
■公民館、社会教育活用施設
　・宮津市公共施設再編方針による施設管理
　→　上宮津地区公民館の移転に向けた協議

４　家庭や地域の教育力の向上 - - - -

■講演会等実施による家庭教育の場の提供
　→　青少年健全育成の課題解決に向けた研修
　　　　（11/17開催　参加者30名）
■子育て支援施設と協働した取り組み

■講演会等実施による家庭教育の場の提供
　→　青少年健全育成の課題解決に向けた研修
■子育て支援施設と協働した取り組み

■人権講座の積極的展開
  ～地域・職場・学校等様々な場面で～５ 人権教育・啓発の推進 - - - -

■人権講座の積極的展開　～地域・職場・学校等様々な場面で～



宮津市教育振興計画の進捗状況と今後の重点
■　継続　　　□　新規・充実

目標指標 H26 H32 R2

■市内新指定等文化財候補の調査（府指定、暫定登録含）
　　　・新規指定なし
■市内文化財保全事業のコーディネート
　　　・所有者等が実施の文化財修理事業等　（16件）
■市内重要遺跡の発掘調査（安国寺遺跡　H28～R4予定）
　　　・安国寺遺跡発掘調査に係る整理作業
　　　・民間開発行為に伴う工事立会　10件
□文化的景観の宮津市街地選定に向けた取り組み
　　　・市街地の文化的景観に係る調査報告書の刊行
■旧三上家住宅の保存と活用
　　　　・指定管理者により自主事業実施
　　　　・Ｒ3～5年度指定　管理者の選定
■歴史資料館再開館に向けた取組み
　　　　・常設展示室の特別公開を実施（11月）
□文化財保存活用地域計画の策定（Ｒ２～５）
　　　　・既存の調査成果の整理
　　　　・市民意識調査（アンケート）の実施
□天橋立の世界遺産登録推進
　　　・天橋立世界遺産講座（於：京都市）の開催　4回
　　　・雪舟生誕600年記念フォーラムの開催
　　　・パネル展示の「天橋立と世界遺産」の開催（京都・宮津市）

■市内新指定等文化財候補の調査（府指定、暫定登録含）
　　　※新規府指定・府暫定登録文化財調査（府と協働）
　　　※新規市指定文化財候補物件の調査
■市内文化財保全事業のコーディネート
　　　※指定・未指定文化財の修理相談、事業化
■市内重要遺跡の発掘調査（安国寺遺跡　H28～R3予定）
　　　※現地調査、説明会の開催等
□文化的景観の宮津市街地選定に向けた取り組み
　　　※市街地の文化的景観に係る調査報告書の刊行
　　　　　保存計画の原案作成
■旧三上家住宅の保存と活用
　　　※指定管理運営の在り方検討
　　　※耐震診断及び大規模修理実施の検討
■歴史資料館再開館に向けた取組み
　　　※宮津市公共施設再編方針を踏まえ検討をすすめる
□文化財保存活用地域計画の策定
　　　※R２～４年度に計画策定
　　　※R２年度は、既存の調査成果の整理
□その他関連事業（普及啓発・機運醸成等）
　　　※R2大河ドラマ「麒麟がくる」
　　　※日本遺産（丹後ちりめん・北前船・西国巡礼）
　　　※文化財を活かしたユニークべニューの取組み　など

2　文化・芸術活動の促進 - - - -

■宮津市民文化祭の開催　（延べ来場者計　2,066人）
　　【美術展】255点　646人　【音楽祭】3団体　204人
　　【芸能祭】8団体　355人　【歴史資料館】　152人
■市民地方講座の開催（5回　受講者延べ59人）
■文化団体協議会ほかの活動支援
■浜町ギャラリーの利用調整（利用件数14件、来場者4,926人）

〇R3年度より市長部局に事務移管

■市民地方講座の開催
■文化団体協議会ほかの活動支援
■浜町ギャラリーの利用調整

199件１　文化財の保護と活用
文化財の指定・
登録件数

139件 150件

施策の体系
主な目標指標

Ｒ2の取組状況 Ｒ3の重点方針


